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1） プログラムの名称

土庄中央病院総合医（地域包括ケア）研修プログラム２００７年度版

2） はじめに

土庄中央病院は、併設した保健福祉総合施設との連携の元で、保健・医療・福祉・介護が一体化した地域包括ケアを実践する地域中核病院です。救急から二次までの幅広い医療を提供する一方、院内に在宅医療支援部と地域医療連携部を併せ持った地域医療連携室を設置し、在宅支援、病病（診）連携を推進しています。

このプログラムは、後期研修医の皆さんが、総合医として幅広い知識・技術を習得し、かつ地域包括ケアを研修し、実践できることを目的に作成しました。

3） 対象

自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医

4） 修了年限

１～３年

5） 研修のゴール

地域医療を実践するために必要な幅広い知識・技術を持つ総合医となり、かつ病気の治療にとどまらず、保健・福祉・介護など幅広い分野と連携し、人としての生活全般を考慮した地域包括ケアを実践できる医師となる。

6） 研修目標

（１）病院医療

· 内科の外来診療を一人で出来る（１日平均２０人、週２回）

· 入院患者の管理を一人で出来る（１０人前後）

· 救急患者に対応できる（月平均１０人、病院年間救急患者５００例）

· 生活習慣病の理解と診断そして厳格な管理が出来る。（当院での糖尿病患者の平均HbA1c 6.2%、高血圧患者の80%以上が血圧管理良好）

· 地域医療における基本的検査手技を身につける。

上部消化管内視鏡：経験症例年間２００例以上

下部消化管内視鏡：経験症例年間１０－２０例

腹部・心臓・頚動脈超音波検査：経験症例年間２００例以上

その他：気管支鏡検査、胃透視、注腸ｘ－ｐ、CT・MRIの読影、胸腔・腹腔穿刺　等

　（２）在宅医療

· 
在宅医療を理解し実践できる。（訪問診療、訪問看護指示書の作成など）

　（３）予防

· 
健診業務を実践し、的確な評価に基づく保健指導が行える。（健康管理室での研修）

· 健康教室を行うことができる

· 予防接種の必要性を理解し、安全に行うことができる。

　（４）保健・福祉・介護

· 地域連携（保健・福祉・介護分野など）の必要性を理解し、地域包括ケアを実践できる

· 介護保険制度を理解し、適切な介護サービスの利用を指導できる。

· 主治医意見書を作成できる。

· 老人福祉施設での医療を指導者と相談しながら出来る。

7） 資源

（１）指導者

三宅賢一　土庄中央病院院長　研修責任者　呼吸器病指導医・内科認定医

上野邦夫　内科副院長　研修指導医　内科認定医　消化器病認定医

泉川幸一　内科認定医

武田方利　内科・健康管理科　人間ドック認定医

葛原誠人　小児科副院長　研修指導医　小児科専門医　子どもの心相談医　ICD

木村佳子　小児科・健康管理科　人間ドック認定医

松岡剛司　小児科

廣瀬　清　外科医長

山下泰司　整形外科

本城康正　脳外科医長　脳外科専門医

田中茂登　眼科医長　眼科専門医

西崎久美子　看護師長

その他の指導者

土庄町健康増進課長、保健師、介護支援専門員、ホームヘルパー、社会福祉士

特別養護老人ホーム「オリーブ」施設長

（２）研修施設

土庄町国民健康保険土庄中央病院

土庄町国保保健福祉総合施設「やすらぎプラザ」（土庄町健康増進課）

（保健センター、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、訪問入浴事業所、訪問看護ステーション）

特別養護老人ホーム「オリーブ」

8） 研修スケジュール

午前：検査　上部消化管内視鏡・超音波検査

　　　入院患者回診　内科は主治医として診療する。

　　　　　　　　　　他科は指導医の指示のもと診療する。

午後：週２回　内科外来　当初指導医の監視の下技術を習得する。慣れれば一人で。

　　　週１回　へき地巡回診療・訪問診療・養護老人ホームの内１つ。

　　　　　　　当初は指導医と共に、慣れれば一人で。

　　　週１回　下部消化管内視鏡（上部が十分習得された後）

　　　月２回　ケアマネタイム（介護支援専門員への情報提供）

　　　週１回　フィルムカンファレンス　

　　　週１回　病棟カンファレンス（看護師を交えた情報交換）

その他：

　　　救急患者は日中受診されたものは、ほぼ全てに対応する。

　　　健診業務、予防接種、健康教室などの予防医療に携わる。

　　　保健福祉総合施設でのカンファレンス、事業などに参加する。

　　　希望あれば内科以外の診療科の外来診療を研修可能。

　　　当直業務は月３-４回。

9） 評価

評価者は、指導者が合議の上、行う。

評価の方法は、評価者による主観的評価、自己評価、口頭試問の組み合わせによる。

10） このプログラムの特徴

医療に関しては、病院での入院・外来・救急医療、さらには在宅医療・へき地巡回診療、そして健康診断・保健指導など総合医として必要な幅広い知識・技術を習得できる。また、希望者には他科の研修も可能で、小児救急・脳外科疾患・整形外科疾患等にある程度対応可能な医師となりうる。

また、保健・福祉活動に参加し地域包括ケアを理解し実践することが可能なプログラムである。

11） 研修医の待遇

· 身分は常勤医師　

　　　給与　卒後３年目　１１，８５０千円

　　　　　　卒後４年目　１２，２７０千円

　　　　　　卒後５年目　１２，６８０千円

· 医局は約１８㎡の個室（机・ベッド・書棚有り）・冷暖房完備・２４時間ADSL接続可能

· 住居は築１０年の８０㎡・２LDKのマンション又は一戸建て住宅（家賃５，２５０円）

12） 連絡先

